
第
16
回地域人権問題全国研究集会

　さらに岸田自公政権の大軍拡によ
る外交的緊張の増大が国民生活にも
たらしている困難な現状や、入管難
民法の改悪、ＬＧＢＴ法による人権
制約を進める政治の貧困、憲法の戦
争放棄を改悪しようとする政治勢力
とのたたかいなど、国民的課題につ
いても、講演や分科会での報告討論
で学びあうものです。

憲法を暮らしに活かし、住みよい地域社会に
―いつまでも住み続けられ、平和で人間らしく、幸福に暮らせる地域社会の実現のために―

第 16回 地域人権問題全国研究集会　参加申込書 （全国人権連または各都府県連に郵便・ＦＡＸ・メールにて９月 3 0日までにお申込みください）

キ リ ト リ

※片日のみの参加でも同額です。できる限り両日ご参加下さい。
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　憲法が活きる地域人権の創造にむけて、地域社会
の今日的課題を明らかにし、人権と民主主義、住民
自治の確立をめざす住民運動の到達点と課題、住民
の要求と組織化を含む運動の前進、行政や教育の民
主的なあり方を議論します。
　また、部落問題解決の到達点をふまえ、「部落差別
解消法」成立に伴う地方自治体での「部落差別条例」
の問題や、ネット上の「部落情報」や部落排外主義
の論調と課題、さらに組織活動の前進のあり方も交
流し、真の部落問題解決に向けて必要な条件、住民
の暮らしを守る活動とは何かを議論します。

丹波 正史
全国地域人権運動総連合
代表委員
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主催：全国地域人権運動総連合（全国人権連）

　　　〒 116-0003　東京都荒川区南千住 2-16-6

　　　TEL 03-5615-3395　FAX 03-5615-3396
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１日目（10月12日）　全体会 中村文化小劇場
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13：30 開会あいさつ

13：45 特別報告：愛知県水平社結成の意義と教訓

14：05 基調報告

14：20 記念講演：民主主義の成熟、平穏に生活する権利、表現の自由をめぐって

15：50 特別報告：日本の〝多文化共生″を問う

16：10 閉会あいさつ

木下 貴雄

新井 直樹〔全国人権連事務局長〕

丹羽　徹　〔龍谷大学教授〕

２日目（10月13日）　分科会 ウインクあいち

部落問題解決と運動、行政の役割

「人権教育」は憲法を柱に

地域組織のひとづくり－愛知に学ぶ

第１分科会
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第２分科会
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第３分科会
（1303）
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午後 13 時 30 分～ 16 時 15 分

午前 9時 15 分～ 11 時 15 分（受付 9時～）

（受付 13 時～）

丹波 正史〔全国人権連代表委員〕
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横江 秀樹（NPO「おひとりさま」事務局員）

小山 初子（愛知県連津島支部事務局長）

丹波 琢磨（愛知県連事務局長）

・福岡の現状と課題

・兵庫の現状と課題

・三重の現状と課題

・全水の運動と教科書記述

・ジェンダー論

・ＮＰＯ法人「おひとりさま」

・人権連支部の取り組み

・地域人権ネットの取り組み

吉村 駿一〔全国人権連代表委員〕

中島 純男〔全国人権連代表委員〕

植山 光朗（福岡県連事務局長）

前田  武　（兵庫県連事務局長）

久松 倫生（三重県連副会長）

西尾 泰広（部落問題研究所理事）

石田 好江（愛知淑徳大学名誉教授）

会場案内地図

会場案内地図

名古屋駅
　↓（4駅 7分）
中村公園駅 3番出口
　↓
徒歩10分

地下鉄・東山線（高畑行）

名古屋駅1番・太閤通口34番
　↓（8～9駅 15～18分）
豊国神社
　↓
徒歩1分

バス・名駅25（右回り） 中村小学校経由
豊公橋方面

・JR桜通口から徒歩5分
・ユニモール地下街
　　5番出口から徒歩2分
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全国地域人権運動総連合
全国人権連のホームページ
http://zjr.sakura.ne.jp/

全国水平社 創立100周年記念誌
兵庫の部落解放運動
地域と人権をまもる兵庫の運動

（内容）
　発刊にあたって
１章　兵庫の部落解放運動
２章　全国水平社創立100周年を迎えて
３章　八鹿高校事件
４章　地域に根差した学習運動
５章　 憲法と「地域人権憲章」に基づく地域づくりへ

の逆流との闘い
〈資料編〉兵庫の運動年表
（B5版190頁、頒価1,200円・送料310円）

ご注文は、FAX：078-531-3740
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第39回 人権問題県民講座
講　演　愛知県水平社100年の歴史が今に問いかけるもの
 全国地域人権運動総連合代表委員・愛知地域人権連合代表　丹波　正史

講　演　核兵器も戦争もない世界をめざして 
 日本原水爆被害者団体協議会事務局長　木戸　季市

「全国部落」復刻版高裁判決をめぐって
　平穏な生活を送る人格的利益、法的に保護される

－24－
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「部落」は今どうなっているのか
－地域に住む人たちからの聞き取り－

部落問題研究所刊 127頁 1,000円（税込）

丹波 真理著

　全国水平社創立100周年（2022年３月）を迎

えた今、部落問題はどこまで解決したのか。愛

知県・あま市の地域に住む人からの詳細な聞き

取りによって、地域の人たちの生活の今を明ら

かにする。

全国水平社創立100周年記念特設ページ
http://zjr.sakura.ne.jp/zensui100/　

YouTube動画
全国水平社創立から100年
　―部落問題解決の現段階①―石倉康次

泥江
町通

名
駅
通

名古屋ビル

大名古屋
ビルヂング

JR
名
古
屋
駅

桜
通
口

桜通新
幹
線
口 堀内町第２号線

ウインクあいち

ユニモール5番出口

ミッドランド
スクエア

JR新幹線口から
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丹波 真理（愛知県連あま支部長）

外国人高齢者と介護の
橋渡しプロジェクト代表〔 〕


